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第２回組織代表者会議 

深まった地域の運動・経験交流 
組織強化・拡大ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2013“ただ今、地域で奮闘中！” 

退職者連合は、2月 19日と 20日

の両日、都内のホテルで第2回組織

代表者会議を開きました。参加者は

中央・地方組織の代表者105名、連

合本部からも総合組織局の高木禎之

局長、篠原淳子局長、金田光弘次長

の 3 名が出席しました。会議では 2

日間の主なテーマである「組織拡

大・強化」について活発な意見交換

が行なわれました。第１日目は連合

の高木局長が「1000万連合実現の取

り組み」を報告。続いて退職者連合

本部から中央・地方での「組織拡大

推進委員会」の設置状況について今

後の方針とあわせて報告・提案され

ました。2 日目はシンポジウム形式

で行なわれ“ただ今、地域で奮闘中！”

の 4つの地方から組織拡大・強化に

向けた事例報告を受け、さらに徳島

県退連の小笠

原会長から

「こうして拡

大実績を上げ

ました」とい

う特別報告も

受けました。   △梅村参議院議員   

シンポは会場とのやり取りも含めて

地域での経験と運動交流の場となり

ました。なお19日には「日本の社会

保障制度の課題と展望」と題して民

主党の梅村聡参議院議員から講演を

受けました。 

 

民主党の再生と参院選勝利 

を訴え！ 

 

第 1日目の主催者あいさつの冒頭、

阿部保吉会長は福島・原発事故につ

いて触れ「福島を風化させてはなら

ない」と強調、「被災者を皆で支え合 

おう」と引き続きの支援を訴えまし 

た。さらに会長は先の総選挙の結果  

△あいさつする阿部会長（19日、都内） 

を総括して「民主党の再生と再建が 

重要」との認識を示すとともに「そ

のためには選挙総括をきっちりやる 

ことだ。なぜ解散せざるを得なかっ 

たのか、掘り下げた議論が必要」と

指摘しました。安倍自民党政権に対

しても「闘いが始まった。憲法、集

団的自衛権問題、平和問題などで対

峙していく」と対決姿勢を明らかに

しました。また参議院選挙について

も、「連合候補9名を絶対勝たせるた

めに頑張っていかなければならない」

と決意を表明しました。 
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△挨拶する阿部会長（19日、都内） 
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共に手を取っていきたい 

 

組織拡大に関連して連合・高木局

長（写真）からは「1000万連合実現

プラン」決定から今日までの取り組

みについて報告がありました。特に

高木局長は2月18日に開催された連

合事務局全体会議の勉強会で阿部会

長が講師となり、退職者連合の紹介

（別掲）をしたことに触れ、「これは

連合結成以来

22年、後にも

先にも初めて

のこと。親の

来た道、子の

来る道だ。現

退一貫で連合   △高木局長 

と退職者連合が緊密にタグマッチを

組んで進んでいくことが確認された」

と述べ、「正直者がバカを見ない世の

中を作るために、退職者連合の 300

万と連合 1000 万実現に向け共に手

を取りながら取り組んでいきたい」

と述べました。 

全国で「推進委員

会」設置進む！ 

＜地方４６・中央２1> 
第16回定期総会で決定された「組

織拡大アクションプラン」に基づく

「組織強化・拡大推進委員会」設置

状況の結果が第１日目に報告されま

した。2 月 12 日現在のまとめでは、

新たに設置した地方退職者連合が

38都道府県にのぼり、既存組織で対

応するところが 5地方、設置へ検討

中が3地方となっています。拡大に

向け 46 地方が積極的に対応してい

ます。 

一方、中央退職者組織では、10組

織が設置し、既存組織で対応が 8組

織、検討中が3組織という結果にな

っています。 

○地方退職者連合（47都道府県） 

①設置（38地方） 

北海道、青森、秋田、宮城、山形 

福島、茨城、千葉、東京、神奈川、 

埼玉、栃木、山梨、長野、静岡、岐

阜、愛知、三重、石川、福井、滋賀、

京都、大阪、奈良、和歌山、岡山、

鳥取、山口、香川、徳島、愛媛、高

知、福岡、佐賀、熊本、大分、宮崎、

沖縄。 

②既存組織で対応（5地方） 

新潟、兵庫、広島、島根、鹿児島。 

③検討中（3地方） 

群馬、富山、長崎。 

④設置せず（1地方） 

岩手。 

○中央退職者組織（25団体） 

①設置（10組織） 

鉄道退、全国退女教、林退会、UA ｾﾞ

ﾝｾﾝｼﾆｱ友の会、都市交退協、JAM ｼﾆｱ

ｸﾗﾌﾞ、PUC退職者の会、全印刷局退、

全造船高退協、JR総連OB連。 

②既存組織で対応（8組織） 

自治退、NTT 労組退、郵政退協、日

退教、JR 連合退、電機連合 OB 会、

農水退、全たばこ退。 

③検討中（3組織） 

私鉄高退協、全水道、ｾﾗﾐｯｸｽ OB。 

④その他（4組織） 

日産ｴﾙﾀﾞｰ、N退協、総評OB会 

基幹労連・非鉄部門退。 

 

各地で学習会開く 
組織拡大のための「推進委員会」 

の設置と合わせて全国各地で拡大 

に向けた学習会が取り組まれてい 

ることが報告されました。 

すでに1月には、東京高退連と北

海道高退連が相次いで開催し、石川

県退連、九州ブロックと続いていま

す。今後、推進委員会の活動が広が

るにつれて、こうした学習会や研修 

会が各地で開かれる見通しです。 

なお退職者連合本部としても学習 

会等の開催にあたっては積極的に協

力することにしています。  

 

△会場から多くの意見・質問がでた。（20日） 

   ＜第2回組織代表者会議・次第＞   

（第１日目・19日）                                             

１．議長就任・会長挨拶                      

２．報告               

（1）一般経過報告            

①3.5男女平等参画集会について   

②退職者連合3･19院内集会について 

（2)ブロック報告            

３．講演               

 「日本の社会保障制度の課題と展望」 

        梅村 聡 参議院議員    

４．組織拡大・強化について      

①「1000万連合」実現に向けた取り組み 

報告 高木禎之 連合総合組織局長   

②「推進委員会」設置結果について        

＜質疑・討論＞             

 

（第２日目・２０日）                                              

５．組織拡大・強化シンポジウム              

＜質疑・討論＞            

６．集約               
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△司会者と各パネラーのみなさん 

 

■組織強化・拡大シンポ 2013 

＜地域の事例報告＞ 

 

「お知恵拝借」

で悩み解決を 
  

第 2日目は、地域における組織拡

大・強化の運動交流として「ただ今、

地域で奮闘中！」と題するシンポジ

ウムが開かれました。 

 組織強化委員会でヒアリングした

4 つの地方退職者組織から神奈川シ

ニア連合･池田捷治事務局長、福岡県

退連･檀勝樹事務局長、北海道退職者

連合･冨山隆事務局長、石川県退連･

船塚俊克事務局次長（連合石川副事

務局長）をパネラーに羽山治美事務

局長のコーディネートで進行しまし

た。シンポでは最初に羽山事務局長

が、企画のねらいについて次のよう

に触れました。

「2 つありま

す。１つは、

地域で組織拡

大に積極的に 

 △羽山事務局長     取り組む 4 つ

の実践事例について全体化、共通化

することを通して各地で抱える悩み

や問題を解決するための“お知恵拝

借”となるような運動交流の場にし

たいことです。2 つ目は、本日ご参

加いただいている中央退職者組織の

皆さんに、地域での取り組み実態を

知っていただき、中央と地方がしっ

かり”心合わせ”していただくこと」

と述べました。 

また、4 つの地域の取り組みの特

徴として拡大推進の態勢づくりをベ

ースに、神奈川では中長期の拡大目

標の設定、福岡では 7地協を軸とし

た取り組み、北海道では 31地区での

取り組み、石川の場合は、県や全 9

市への自治体要請、ボランティア委

員会の里山保全活動などを紹介しま

した。さらに討論していただく課題

として①なぜ地協での取り組みなの

か②連合との連携③地域でのさまざ

まな取り組み④個人加盟と会員名簿

についての考え、などをあげました。 

 

 

７地協に役員配置、 

地協役員ＯＢ会結成へ 

   福岡県退連  

事務局長 檀 勝樹 

  

福退連では、連合福岡の支援のも

とに県内７カ所に７地協を設置し、

そのすべてに退職者会から会長・事

務局長を配置した。福退連の組織拡

大については 2 つある。1つは、加

入のメリットとして労金や全労済と

連携した福退連会員への福祉の増進、

とくに労福協との提携事業団体の利

用券の活用がある。2 つ目は、県福

退連、地協の組織充実強化だ。また

政策・制度要求の取り組みでは福岡

県高齢者保健福祉計画の検証、改善

要求の取り組みや市町村の介護事業

に対する改善要求の取り組みがある。 

地協の組織・運動の活性化に向け

ては①地協役員ＯＢ会の結成②ライ

フサポートセンター事業への参画③

個人加盟などの検討を行っている。 

 組織拡大に

向けては福退

連に組織対策

専門部会を設

置した。これ

には連合福岡

の副事務局長   △檀事務局長 

が参加している。また、各構成組織

内に加入対策委員会を設置した。 

組織拡大で大事なことは、調査し

て会員数の本当の実態を知ることだ。

その際、会員数と会費と連動させな

いように注意する必要がある。 

今後の課題としては、連合福岡と

福退連で「合同組織対策委員会」の

設置を検討している。とくに連合福

岡役員・地協役員経験者で退職した

方の名簿作成と整理、福退連への個

別加入対策を行っていきたい。  

 組織強化・拡大シンポ 2013 

パネラーの発言（要旨） 
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組織拡大・強化計画を策定 

神奈川シニア連合 

事務局長 池田捷治  

 

神奈川シニア連合では、1997年に

組織強化検討委員会を立ち上げ、現

職産別訪問オルグなどを実施してき

た。会員数は結成20年間で10，788

人の増加となっている。 

結成30周年までの10年間で達成

する長期目標としては、6 万会員、

中期目標（3年間）では 3万 5千会

員を目指す組織拡大・強化計画を作

った。またこの計画を確実に推進し

ていくために今回新たに「神奈川シ

ニア連合・組織拡大・推進委員会」

を立ち上げた。委員会で推進する具

体的な項目としては、①退職者連合

が提起している事項②現役組織への

要請行動③産別・単組数の拡大目標

④産別ごとの拡大目標⑤労福協・労

金・全労済との連携（労金・全労済

の組織化の要請）⑥地域退職者組織

の結成促進がある。 

課題としては、①新規産別の加入

促進②直加盟組織対策③加入産別内

の各単組加入促進がある。とくに産

別の中で退職者組織の拡大について

どのような方針を持っているのか調

査が必要だ。ただ地域の取り組みは

うまくいっておらず、これからの大

きなテーマだ。連合神奈川との関係

では、毎週月曜日に開かれる事務局

会議に毎回参加している。また神奈

川シニア連合の

４役の中に連合

神奈川の副事務

局長が次長とし

て参加してもら

っている。 

△池田事務局長 

各地区に組織強化員会設置へ 

北海道退職者連合 

事務局長 冨山 隆  

 

 道退職者連

合の地区組織

は、連合北海

道の地区連合

と連携し「地

区退職者連合」 

 △冨山事務局長  として結成され

た。1994年の第 2回総会では 23地

区 31,106 会員だったが、現在、31

地区36,628会員となっている。将来

はこれを40地区にしたい。しかし内

容を見るとこの 10 年間で 30％以上

減少している地区が７カ所、一方会

員が拡大している地区が 11 カ所あ

り、地区の運動の格差がでており、

統計資料の分析が必要だ。 

問題は、各地区の執行体制だ。中

には地区連合の現職役員が兼務して

いる地区も多くあり、兼務でなく退

職者会で自立をはかるべきだと考え

ており、各地区の役員体制の確立に

努力している。事務局体制では 60

代の役員を確立していくことが大事

だ。連合との関係では、連合北海道

の中執の前に開かれる常任役員会に

道退職者連合の事務局長が出席して

いる。今後の課題としては、各地区

に①組織強化員会を設置すること②

未加盟産別の会員拡大に向けた産別

退職者会との連携がある。道退職者

連合の組織拡大推進委員会は、本年

1 月に設置した。委員会には連合北

海道から担当役員 2名がオブザーバ

ー参加している。またきめ細かい対

応を行うために推進委員会の中に企

画委員会を設置した。自治体要請で

は、道のほかに地区でも市長要請を

行っている。 

 

元気な高齢者を使って！ 

石川県退連  

事務局次長 船塚俊克  

 

 石川県退連では独自に県と 9つの

市に対し「元気な高齢者を有効活用

していただきたい」という統一キャ

ッチで要請を行っている。対市要求

では「一般公衆浴場等の利用の銭湯

入浴補助券の再考」や「いしかわ森

林環境税」（県民１人当たり年 500

円）を活用した里山保全活動や森林

ボランティア団体などへの有効利用

促進を求めている。また金沢市など

の5市には、「地域包括支援センター

運営協議会」など高齢者問題等に関

する各種審議会

への石川県退連

の代表者の委員

参加を求めてい

る。要請には、

連合石川推進議 

△船塚事務局次長 員団 31 名が連携

している。 

一方、ボランティア委員会が中心

となって県内4つの拠点で里山保全

活動（竹林伐採活動）に取り組んで

いる。また生物多様性再生事業協議

会にも役員を派遣して県の事業に協

力している。連合石川、労福協、労

金、全労済などとの連携やライフサ

ポートセンター事業、石川介護ボラ

ンティアセンター活動にも協力して

いる。組織拡大委員会では、4 つの

産別をターゲットに拡大の取り組み

をおこなっている。地域組織は、ま

だ設置していないが、すぐに立ち上

げることができる地域が  2 つあり、

対応していきたい。 
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＜特別報告＞（要旨） 

こうして拡大実績をあげました。 

徳島県高退連 

     会長 小笠原幸雄  

  

 昨年、徳島では 3組織327人の会

員拡大をした。現在 1組織を拡大中。 

徳島の会員数は 7,500名だけに、こ 

の拡大の意義は大きい。特に女性の

参加が大変多い。 

具体的には、まず自治労県本部や

自治退と協力して美馬市と吉野川市

で退職者組織を結成したことだ。ま

た三好市でも明るい展望が見えてい

る。さらに全国山林労働組合の退職

者の皆さんの結集も実現した。 

昨年は、南部地協を 1,110名で結

成した。 

組織拡大が一応順調に進んでいる

のは、何と言っ

ても連合徳島と

の日常的な「親

密な関係」と「良

好な信頼関係」

がある。一つは、

連合徳島の事務  △小笠原会長 

局会議に会長の私（高退連として）

と山藤事務局長（連合アドバイザー

として）の2名が常時参加している

こと。また連合徳島主催の行動や行

事などに高退連として積極的に参加

していることだ。 

拡大目標は1万人。組織化対象は

14組織。今後、組織拡大・強化推進

委員会を軸にして民間退職者会の組

織化、一人でも加入できるユニオン

組織づくり、加盟組織での会員拡大、

とくに再雇用制度対策など今後の退

職予定者の加入促進を現役組織と連 

携して対応していきたい。     

 

＜シンポでの主な意見・質問＞ 

 シンポでは、会場から 7つの各代

表から以下のような意見・質問、要

望がありました。（以下は発言要旨） 

 

○退職者連合では 300 万組織をめ

ざし、組織拡大に取り組んでいる。

組織拡大にむけてオルグ活動を計

画しているが、構成組織の意向もあ

り、オルグ活動が進まない。 

 

○退職者会を設置していない構成

組織・産別に対し、連合本部として

強く要請・指示をお願いしたい。 

 

○構成組織の協力がないと、オルグ

活動もできないし、組織拡大もでき

ない。連合本部から構成組織にオル

グ活動ができるよう働きかけをして

欲しい。 

 

○地方連合会の事務局長にも、組織

加入の口添えをお願いしたが、連合

本部からの「アクションが先である」

との回答で、先に進めない。 

 

○参議院選挙対応について、退職者 

 

会なりに全力で対応する気持ちは充

分ある。そのためには、ＯＢをまと

める（組織化）ことが重要であるが、

協力体制は期待レベルには至ってい

ない。 

 

＜羽山事務局長のまとめ＞ 

 

社会的影響力のあ

る組織づくりが鍵 
 

ﾀｰﾆﾝｸﾞﾎﾟｲﾝﾄを迎えた退職者連合 

 

昨年の定期総会で退職者連合結

成30周年までに300万会員の実現を

めざしていこうと「アクションプラ

ン」を決め、組織強化・拡大に取り

組んできました。昨日も連合の高木

局長から報告がありましたが、この

取り組みは、連合1000万実現プラン

と一体であり、退職者連合と連合は

まさに「現退一貫」で進めていかな

ければならないということです。  

結成以来、20年を経た退職者連合

は、いま、組織的にも運動的にも大  

△組織拡大へ中央・地方が心合わせ（ 20 日）   
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きなターニングポイントを迎えてい

るといえます。今年の 1月18日、国

立社会保障・人口問題研究所が発表

した推計によると 65 歳以上の人口

が 2010 年に約２割だったのが 2030

年には約４割を占めるとのことです。

4 人に１人が高齢者という時代の到

来です。 

 

求められる意識改革 

 

こうした中で、これから 10年後の

退職者連合の姿を考えた時、安心し

て老後をおくれる年金、医療・介護

といった政策面の充実や生きがいづ

くりなど地域での活動の強化を通し

て、退職者連合が社会的に影響力の

ある組織として大きく成長している

かどうかが鍵となります。 

まさに退職者連合の組織拡大・強

化の取り組みは、「力と政策」の実現

に向けた私たちの最優先課題です。

そのためには、退職者連合本部、中

央組織、地方組織のすべてに「意識

改革」が求められています。 

まずは退職者連合に結集するすべ

ての組織が、「自ら組織拡大・強化の

ためには何ができるのか」を考え「積

極的に動いてみる」こと、自らが「実

践する」ことが大事だと思います。 

その意味で、今日のシンポジウム

で地域での取り組みの「心合わせ」

「力合わせ」ができたのではないか

と思います。 

退職者連合の組織強化・拡大は、

まだスタートラインに立ったばか

りです。これからも中央と地方が一

体となって奮闘していかなければ3

00万退職者連合は実現しません。退

職者連合本部もその先頭でがんば

っていきたいと思います。 

◇    ◇    ◇ 

～連合事務局全体会議・勉強会～ 

こんにちは退職者連合です。 

   阿部会長が講演  

 

連合本部では結成以来、毎月定例

の事務局全体会議を開いています。

全体会議では会長や事務局長から最

新の情勢報告を受けたり、時々の主

要な政策、行動などについて意思統

一をはかっています。あわせて勉強

会も実施し、各局の政策や運動課題

について全員で学ぶことにしていま

す。 

2月18日に連合本部で開かれた 2

月定例事務局全体会議の勉強会では、

退職者連合がテーマに取り上げられ

ました。講師は、阿部保吉会長。 

会長は、「こんにちは退職者連合で

す」と題した資料や「組織強化・拡

大アクションプラン」の内容を紹介

しながら、退職者連合の結成からそ

の後の主な経過、歴代役員など連合

との密接な関係について解説。さら

には退職者連合の政策や活動につい

て約 30 分にわたって事務局スタッ

フに紹介しました。 

連合事務局全体会議の場で退職者

連合が取り上げられたのは、連合結

成以来、初めてのことです。 

なお、情報関係を密にするため退

職者連合のふれあい情報・速報も発

行され次第、連合事務局全員に配布

しています。                 

 

 

 

安倍自民党政権と対決へ 

3･19院内集会に結集を！ 
第 7回常任幹事会で決まる 

 

2月12日に開催した退職者連合第

7回常任幹事会は、来る 3月 19日、

衆議院第2議員会館において後期高

齢者医療制度の廃止、社会保障制度

充実・参院選挙勝利の対政府要求実

現院内集会を開催することを決めま

した。これは安倍自民党政権が生活

保護費の削減など社会保障水準の引

き下げを強行しようとしていること

に対決し、今春の闘いとして退職者

連合の要求の前進をはかるためです。 

また常任幹事会では、集会宣言を

受けてただちに対政府申し入れを実

施するとともにこの院内集会を今秋

9･15全国高齢者集会など、全国レベ

ルでの行動につなげていくことも確

認しました。 

なお参加体制は、中央退職者組織

及び東京近辺の地方退職者組織とし

ます。 

○実施内容○ 

1.日時 2013年 3月19日（火） 

14:00～ 

 

2.会場 衆議院第２議員会館１階 

    「多目的会議室」 

 

3.集会名「後期高齢者医療制度廃 

止・社会保障制度充実・参院選勝 

利！退職者連合 3.19院内集会」 

 

4.来賓 連合・民主党・社民党 

 

5.決意表明 参院選立候補予定議員 

及び候補者がいる構成組織 


